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特別講演

1 英国農業の概要

英国ウエールズ植物育種場およびヨーロツパ

諸国における草地の研究事情

一育種を中心にしてー

北海道農業試験場草地開発第二部

松浦正宏

第二次大戦後、英国の農業は研究機関Kよる技術の改善、普及組織の整備なよび、補助金制

度の採用Kよって一貫して生産性ーとく K労働生産性ーの向上を進めてきました。

1950--196.7の 17年間K、労働生産は年 5婦の割合で向上し、との間K農業生産高

は約 33婦増加しました。 また、 17年間で肉生産は約 3倍K左b、牛乳の生産は約 400

万トン増加しました。 1968年現在、農林漁業総生産が国民総生産K占める割合は日本の

9.8婦K対し、英国は、 2.8婦、総就業人口K対する農林漁業就業人口の割合は、日本の 24.3

弼K対し、英国は、 3.1弼K左っています。

英国の農業を経営形態別Kみると、図 1VL示すようKスコットラ戸ドとの境界K近い束手岸

から英国中部を南K走る線(夏期4月--9月の降雨量35 0 mm) VLよって二つK大別されます己

草地を中心とした農業は、との線よ b西側の降雨量の多い地域K集中じています。 との地域

K全草地面積の 67婦があり、羊の全頭数の 73婦、乳、肉牛の 67婦が飼養されています。

ミノレクの生産Kついてみると、生産農家の 77婦がとの地域Kあり、生産量の 69婦が生産さ

れています。
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BRITISH ISLES 

第 1図

2 英国の草地関係研究機関

1 )概要

英国の国立の農業研究機関はイングランド、ワエールズ(rC2 3、スコツドランド(rC8の合

計 31がありますO とれらの中で草地関係の試験研究を行在っている機関はイングランド

・ワェーノレズに 4、スコットラシドに 2つあります。草地関係の研究機関の位置を図 1に、簡

単な仕事の内容と関連を図 2に示しました。

百leOrganizatioD of the British Agrieultural Researeb Institutes 

MAFF  

A R C 

W P B S G R 1 H F R 0 N 1 A B A D A S 

普及P B 1 W P B S 山去草地 JL程校:えS P B S 
栽浩・利用 の玖良 ヶ登録 支授業場

育程
主主程・生態 佳子校釜 (E H F) 第 2幽

-7-



牧草育種が行左われている機関は、 Weユsh P工an七 Breeding S七ation

(WPBS)、Sco七ish ̂ P工an七 Breed主ng.S七a七土 on(SPBS)、Pユan七

Breeding Ins七itu七e(PB工)の 3、栽培、利用面の研究は Gr assland Researoh 

工ns七itu七e(GR工〉 で、品種の登録、系適試験は Nationa工 Ins七i七u七e of 

Agricu工七ura工 Bo七any(NIAB) で行左われていますO また、スコットランド

Kあります Hi工工 Farming Research Organization ~FR~ では、と

の地域で広大左面積を占める山岳草地の利用、改良Kついての試験が行左われていますO

との他K、草地農業K関連する国の組織とじては、全般的左農業技術の普及機関のADAS

(Agricuユ七ura工 Deve工opmen七 and Advisory Servic~ が 8 ク所、 と

れ(iL附属する実験農場が 13ナ所、全国各地K配置されています。 ADASは技術の普及、

営農指導Kあたると同時K、実験農場で研究成果の実用化試験を行左いますO 参考までK

第 1表K英国の草地関係の研究機関の人員構成と、育種機関の育成品種数を示しました。

第 1表

The Organization of the Institutes 

会
場
d

回久荻

珂
え
却
荻

ぷ可
叉
亨ミ
議文(悌)ー 均

一
刻
文
補
助
川
良

? ?{ 育える傘数
ヒ; 不呈

三 家 74 2込す牛
肉(幼者《科-# ~町

WPBS 8 248 79(32) 61(25) 108(43) 8 6 22 お

PBI 5 213 68(32) 78(37) 67(31) 7.  2 2 

SPBS 3 3 

GRI 5 288 1但 (35) 72(25) 114(40) 

NIAB 6 219 55(25) 65(30) 99(45) 

2) ウエーノレズ植物育種場 (WFBS)

PBSttLは 8つの研究部があbますO 実際の育種は、 Herbage Pユan七 Breeding 

部と Arab工e Crop Breedibg 部の 2つで行左われています。前者では牧草の育

種、後者では主として麦類の育種が行左われていますO 他の 6つの部では、育種部K対する

サポート的研究と、l 関連分野Kなける独自の研究が行なわれています。品種の育成面からみ

た各部の関連と、仕事の分担を図 3ttL示しま Lた。
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図 3

の場で利用し得る選抜指標

とよばれるミ

ニプロットを用い、水と養分を充分K与えて自然光下でのD.:M・生産量Kよって測定されます。

との方法Kよって得られた現在までの最高値は 2 6 トン/ha~年であり、測定期間中K

sward を発見するととで-すO 生物学的能力は模擬草地 (simuユa七e

得られた太陽エネルギーの 3.0-..3.5 %が利用されていますロ生物学的能力を決定する要因

の中で、現在選抜指標として最も有望と考えられるのはCanopy構造です。 Canopy構

造とは、植物体地上部の受光態勢全体を指しており、葉長、葉巾、葉の硬度、分けつ角度で

決定されます。ペレニアノレライグラスでは、これらの形質に大きな変異があり、一定方向へ

の選抜が可能です。生物学的能力を決定する他の 1つの要因は植物の光合成能力ですロライ

グラス.フェスク.オーチヤードグラスでは、個々の葉の光合成能力には大きな品種間差が

認められております。しかし、個々の葉の光合成能力と収量の関係は明瞭でなく、これを育

種の選抜指標とすることには問題があります。

Plan七 Breeding 部ではマメ科長よびイネ科牧草の育種が行左われて
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いますO 育種の主左対象はマメ科ではアカクローパとνロクローパ.ルーサン.イネ科ではペレ

ニアルライグラス.イタリアンライグラス.オーチヤードグラスです。アカクローパでは 4

倍体品種の育成が中心K在っています。 4倍体品種は 2倍体品種K比べて永続性があり、茎

線虫 (8七en eelworm )、菌核病(Scr elo七inia 七rifq li orum) ILも抵抗性が

あります。いくつかの系統が育成され、近い将来に品種がでる可能性が強くなっています。

4倍体アカクローパでは種子収量の低下が大きま欠点K在つてなり、種子収量Kついての選

抜が続けられています。シロクローパは英国の草地の主要左マメ科牧草ですO 現在、英国の

草地は窒素肥料を多用する集約化が進み、従来のシロクローパ品種はグラスとの競合K負け

消滅する傾向が強く左っていますO とのため窒素肥料を多用しでも、グラスとの競合K負け

左いで草生を維持し得る品種の育成が進められています。 すでKいくつかの優秀左系統が

育成されていますO 英国中部からスコットランドKは、冬の寒さが厳しく、生産性の非常

K低い広大左山岳草地があります。 とのよう左草地では経済性の点から窒素肥料を多用す

るととは難かしく、シロクロナパを導入しとの改良が最も有効で‘すO そのためK耐寒性の

優れたシロクローパ品種の育成が進められています。 オーチヤードでは、消化率を高める

ための交雑、選抜が行左われています。 ライグラス類では、ペレニアノレとイタリアンの種

間雑種が育成され、刈取用早生品種である SABR工NA が登録され、また放牧用品種

も近い将来K登録されるようです。

SABR工NA は前述の模援草地を使った試験で、現在までの最高収量を記録してい

ます。 ペレニアルライグラスの耐寒性の優れた Eco七ype8 を収集し、とれを既存の多収

品種K導入しようとしています。 同じ目的で、ペレニアノレライグラスとフエスク類との属

間雑種がつくられています治えまだ実用化Kは到っていませんO

Seed Mul七ip工ica七工 on and Herbage Seed Re8arch 部では、図

3~示したよう K育種家種子なよび試験用種子の生産を行左います。

また、種子収量Kついて品種内での選抜が行われていますo S 4 8チモ‘ン一、 S2 1 5 

メドーフエスク、 S2 3ペレニアライグラスKついて選抜が終り、著しい採種量の増加が達

成されています。

A gr on omy 部では、場育種成系統の予備的評価試験が行左われます。 また、

VOlun七ary工ntake を改良するための選抜指標探索の研究カミ oh emi 8七ry部との

共同研究の形で進められています。 との他K中部ウエーノレズK多い生産性の低い山岳草地

の改良Uてついての研究が Hilユoen七re-c'行なわれていますO 現在までのととろ、窒素

供給源としてシロクローパを低いコストで導入し、との窒素を利用してイネ科牧草を野草K

なきかえていくのが効果的であるとされています。 とのためK、適品種の選定、播種技術

Kついての試験が行左われています。

3)植物育種研究所 (PB 1 .クンプリツジ〉

PB工の牧草育種の歴史は浅く、育種の重点は麦類K台かれています。 PBIのあるケンブ

リッジを中心とする東部イングランドは乾燥地帯であり、主K麦類、ビート、そ菜の生産が
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行左われています。 したがって、との地域の農業K占める牧草の比重は低く左っていまする

現在まで(tCPBIで育成された品種は 4倍体アカクローパ n Ma r i s L 0 d a n 1つで

す。 育種目標としては、グラスでは皐ばつ耐性がありますO ノレーサンでは、 Verticiliu m 

Wiユ七 抵抗性因子を野生種から、フラマンデタイプの栽培種に導入するととK成功し、現

在、農業上の有用形質Kついての選抜が進んでいますO との地域では、ノレーサンは加工原

料として契約栽培されています。 アカクローパでは茎線虫抵抗性Kついての選抜が行左わ

れています。 前述の Moris Ledaは、茎線虫抵抗性の強い品種として奨励されていま

す。

4)国立農業生物学研究所 (NIAB)

NIABはPB 1同様クンブリッジKありますo N 1 A Bは6つの研究部門があbます己

とこでは新品種認定のための植物学的検査、奨励品種決定のための評価試彰LさらK牧草を

含むあらゆる作物の種子検査、保証種子生産のためのほ場検査が行左われ、作物品種の普及

K関連したサービス機関性格をもっています。新品種の認定は、農業上の価値Kは関係左〈、

法律K定められた基準K基づいて行左われます。 奨励品種決定のための、系適試験地はケ

ンブリッジの本場の他K、イングランド、ワエールズ(tC1 4ケ所あbますO 牧草の系適試

験は予備試験でふるいKかけ、残ったものKついて本試験が行左われますO 本試験の結果

K基づいて、奨励品種が決定され、 NIABrecommended lis七 K掲載されまする

とのリストKは、品種の特性も簡単K記載されますo NIAB~ては種子検査の専問機関

(officiaユ 8eed Tes七ing 8七a七ion )があD、あらゆる作物の種子検査を

行左っています。 ここでは民間会社、農家の申請があると有料で種子検査を行左います。

また、 NIABでは、採種ほ場検査員、種子検査員の資格をとるための訓練コースが開かれ

ます。

5 )草地研究所 (GR 1) 

GRIはロンドン近郊のハーレイKあります。 ことKは 5つの研究部があり栽培、利用

生理、生態の分野で多方面Kわたる研究が行左われています。 GRIでは、普及組織であ

るADA8との共同研究グループが設けられています。 とれは、実際の草地農業の経営改

善K密着したよう左問題Kついて、テーマ毎K組織されています。 現在、草地の実態調査

を行左い、そとから経営改善の方向を探りだすととをテーマとしたグループが活動をしてい

ます。 もう一つ、地域、刈取回数、窒素肥料の量と草地の生産力の関連を調査するグノレー

プがあbますO

3 オランダ・フランス・スイスの研究機関

滞英期間中K、ヨーロァパ大陸 3ク国の試験場を訪問し、牧草育種の関係者K会う機会があ

bました。

1 )ワーグニングン (8V P) 

オランダではワーグニングンUてある Founda七ion for Agr主cul七urol

plan七 Breedin区(8V Pオランダ語略称〉を訪ねました。 オランダでは国土総面積の
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1/'3以上が草地として利用されていますO ζの国で育成された牧草品種の数は非常K多

く在っています。 牧草地の大部分は窒素肥料を多用されていますO すで司K主要マメ科牧

草Kついての品種が確保されているとともあって、 SVPでは 19 7 0年以降マメ科牧草K

ついての試験は中止されていますO オランダでは国立研究機関は品種を育成し左いで、育

種母材Kついての基礎的研究と、初期の選抜だけを行左います。 選抜材料は適切左民聞の

育種機関K譲渡され、 ζとで品種の育成が行左われていますO

フランスでは、東部のスイス国境K近いテイジヨー (Dijon) (tLある試験場を訪ねま

した。 ととでは 4倍体アカクローパの稔実性Kついての試験が行左われています。 4倍

体アカクローパの種子収量を高めるKは、 2倍体レベノレで、の選抜が有効であるとと、また、

4倍体の種子収量が低い原因の 1つは異数体の存在であるととが明らかKされていますO

紫外線照射Kよって 2倍体アカクローパの自家不和合性を左くして自殖系統をつくり、 F雑

種をつくる試みが行左われていますO との試験場では、フランス圏内向の牧草品種リスト

K掲載するための形質調査が行左われていますO フランスでは、この他K中西部のノレジニ

オ (Lusignan)(tL牧草育種関係の研究を行在っている試験場があbます。 スイスで

は、チユーリツヒ郊外Kあるスイス連邦農業試験場を訪ねました。 とこKは、 4つの研究

部がありますO 草地関係では、作物部で人工草地、自然草地Kついての研究が、育種部で

イネ科、マメ科牧草の育種が行左われていますo 4倍体アカクローパの育種では、亜酸化

窒素ガス処理Kよって大量の倍数化個体を得るととK成功していますO この方法Kよって

多くの個体から在る集団を養成し、選抜Kかかっています。 抜草育種の部門では同時K系

適試験も担当しています。

スイスでは、河川、湖の汚染の問題とからんで、人問、家畜の糞尿の草地還元が真剣K取

り組まれていますO との問題では、ベノレンKあるスイス連邦農芸化学研究所長、 Dr、L、

Gisigerの仕事が知られています。 スイスでは、ロ ザンヌKチユーリツヒと同じ規

模の試験場があbます。 私自身は、左んと左〈、スイスは酪農天国であるかのよう左気持

をもっていましたが、現実は違っていました。 経営条件の悪い酪農で司は乳製品のコスト高

は避けられまいので、他の経営条件の良い酪農園との競争K耐えていく道は、国庫補助と、

銘柄品K求められているようです。

4 ヨーロツパの Gene Bank構想、

1972年 4月Kトノレコのイズミーノレで開かれたヨーロツハの Gene Bank についての

会議K参加しました。 とれは EU C ARP 1 A (-European Associa七工on fOr 

Research in plam七 Breeding)のWiユd specieo and primi七rer

fo rmo分料会の主催で 3日間に亘って聞かれたものです。

1) G en e Ban kの現状と将来

とれが第 1日目のテーマでした。 1970年VLEUCARPIA内VLGene Bank 

設立委員会が設けられました。 との背景Kは、開発Kよって野生種が失われつつあり、と

れの確保が緊急左問題陀なってきたととがあり、また育種内容が高度化するKつれて、育種
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家の中K、育種材料の保存と流通を行左う専門機関の設立を求める声が強く左ってきたとと

があります。 委員会では、西ヨーロツパ、地中海地域、スカンディナピイアの 3地域(1(1

ク所づっ Gene Bank を設置する計画が作られました。 現在までK西ヨーロツパでは

西ドイツ、地中海地域ではイタリ-(1(設立されました。スカンデイナグイアでも、近年中K

スワエーデンK設立するととが決定されていますo Gene Bankから提供する材料の利用

Yてついての原則は、あくまで育種母材として利用し、そのまま増殖して品種として販売すべ

きでは左いというととで、す。しかし、そのチェックが難かしい場合でも、材料提供について

特別の制限はし左いζ とが望ましいとしていますO また、育種家が提供を受けた材料Kつ

いて新らしい知見を得た場合は、とれを GeneBank(l(還元していくことが必要です。

2)母材Kついての情報の記載方法の統一Kついて

αen e Ban k(l(保存される母材と情報は膨大左量K左ります。 とれらの出し入れを

円滑K行左うためK電子計算機の利用が考えられます。 との場合、 Gene Bank相互の間

の流通を円滑K行左うKは、情報の記載方法を統一する必要があります。 ワシントン州立

大学で、とのためのプログラムが開発され、西ドイツと卜ノレコで試験的K使われていますO

しかし、各地域で要求する育種母材Kついての情報が異なっているといった問題もあ久

具体的左結論はでませんでした。

3 )育種母材の貯蔵技術について

第 3日は、育種母材としての種子、花粉、組織培養体を Gen e Bank (1(貯蔵する場合の技

術的問題がテーマでした。

この会議の印象は次の 2点ですD

(1 ) 育種母材としての野生種保存の重要性が強調されている。

(2) 育種母材の流通の円滑化が具体化しつつあるO

私のヨ ロツパの試験研究についての印象をまとめるとヨーロツノヘ少左くとも西ヨー

ロツパとスカンディナグイアは lつの共同体として、活動しているというととですO との理

由として次の 3点があります。

(1 ) 研究の背景と左る草地農業をとりまく条件が類似してな久研究テーマK共通の問題が

多い。

(2) 地理的K非常K近い。たとえば、ロンドンから、ヨーロツパのいずれの国の首都Kも飛

行機で約 2呼間で行けますO

(3) 英語、フランス語、 ドイツ語を共通語として、意志疎通、情報の流通が容易である。
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